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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

東浦町では、少子化の影響により、学校の

活動（部活動）だけでは、自分の趣向や可能

性を模索できる機会が年々減少していくことが想

定されるため、新しい機会の提供、普段取り組

んでいる活動を行える機会の一つとして、令和５

年９月から東浦町が直営で運営し休日に活動

する「ひがしうら地域クラブ」を開始した。

東浦町部活動の地域移行推進協議会で会

議を行い、地域移行の方法を検討してきたが、

町内に受け入れ先となるような市民活動団体、

企業、大学等がないため、東浦町が直営で地

域クラブを運営し地域移行を行うことにした。地

域クラブ実施にあたり、指導者、予算の二点が

課題となっている。

指導者については、吹奏楽の指導者等を募集

しているが、町内からは指導者が集まらず、音楽

関係者や、他市町にある大学等に依頼し、指

導者を集めた状況ある。現在、吹奏楽指導者

の半数程度が学生であり、大学卒業後に指導

者が減ってしまうことが想定されるため、持続可

能な吹奏楽指導者の確保が課題である。また、

吹奏楽以外の指導者（総合文化活動）の人

材発掘も課題である。

予算は、町一般会計から支出している。受

益者負担の考えももっていますが、受益者が中

学生であることを考えると、全額受益者負担は、

負担額が大きくなり相応しくないと考え、一部受

益者負担にとどめている。指導者の方への報

酬、会計年度任用職員への報酬、消耗品費な

ど、直営の「ひがしうら地域クラブ」を継続して運

営するための予算確保が課題である。

推定町内中学生数

※令和6年12月末

年齢別男女別人口をもとに推定

（転入転出は考慮しない。）

面積 31.12 k㎡

人口 50,044 人

公立中学校数 3校

公立中学校生徒数 1,425人

部活動数 8 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

未策定

人

年度
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・生涯学習課 ひがしうら地域クラブにおける文化活動クラブの環境整備及び運営

・スポーツ課 ひがしうら地域クラブの主幹

ひがしうら地域クラブ
運営：東浦町（教育委員会）
指導者：町内町外問わず募集

指導者のシフト管理や学校と指導者
の連携のため、会計年度任用職員
を配置

中学生
参加費（月額1、000円）を払い

活動に参加

参
加

指導者
申込

地域住民
町外の大学
企業内クラブ等

指導者
募集文化協会

指導者
紹介

指導者
依頼

４月 地域クラブの運営

５月 地域クラブの運営

６月 地域クラブの運営

７月 地域クラブの運営

８月
地域クラブの運営
指導者養成講習会の開催

９月 地域クラブの運営

10月 地域クラブの運営

11月
地域クラブの運営
第１回「ひがしうら地域クラブ」
推進協議会開催

12月 地域クラブの運営

１月
地域クラブの運営
第２回「ひがしうら地域クラブ」
推進協議会開催

２月
地域クラブの運営
指導者養成講習会の開催

３月 地域クラブの運営
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ３校 実施した地域クラブ総数 ４ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ３クラブ

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） １ クラブ

全体の指導者数 ３９ 人 全体の運営スタッフ数 ４ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

吹奏楽クラ
ブ（東浦
中）

直営 吹奏楽
週１回
（土曜日）

９：００～
１２：００

中１ 19人
中２ 16人
中３ ７人

通年
東浦中学
校多目的
室等

７ 人
４ 人
（内、兼務４
人）

月会費
１,０００ 円

全て部活動

吹奏楽クラ
ブ（北部
中）

直営 吹奏楽
週１回
（土曜日）

９：００～
１２：００

中１ 10人
中２ ６人
中３ ３人

通年
北部中学
校音楽室
等

５ 人
４ 人
（内、兼務４
人）

月会費
１,０００ 円

全て部活動

吹奏楽クラ
ブ（西部
中）

直営 吹奏楽
週１回
（土曜日）

９：００～
１２：００

中１ ８人
中２ ３人
中３ ２人

通年
西部中学
校音楽室
等

６ 人
４ 人
（内、兼務４
人）

月会費
１,０００ 円

全て部活動

総合文化ク
ラブ

直営
書道、茶華
道、囲碁、絵
画

週１回
（土曜日）

９：００～
１２：００

中１ ０人
中２ ０人
中３ ３人

通年
地区公民
館

21 人
４ 人
（内、兼務４
人）

月会費
１,０００ 円

部活にはなく
新しく創設し
たため、大会
参加なし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

吹奏楽、総合文化

運営団体名 ひがしうら地域クラブ

期間と日数

吹奏楽：４月１日 ～ ３月３１日
月４回程度

総合文化：４月１日 ～ ３月３１日
月４回程度

指導者の主な属性
吹奏楽：町吹奏楽団等の音楽活動をし
ている方、音楽大学の学生
総合文化：文化協会会員

活動場所
吹奏楽：各中学校
総合文化：地区公民館

主な移動手段
吹奏楽：自転車、徒歩、保護者の送迎
総合文化：自転車、徒歩、保護者の送
迎

１人あたりの参加会費
等（月額）

吹奏楽 ：1,000円
総合文化：1,000円

１人あたりの保険料

スポーツ安全保険
指導者１人あたり：800円/年
生徒は、町が加入するふれあい保険で対
応

●ひがしうら地域クラブ 活動概要

●会計年度任用職員 １名

役割：地域クラブを見回ります。指導者報酬の伝票作成、指導者のシフトとり

まとめなどを行います。

●指導者 ３９ 名

役割：ひがしうら地域クラブで吹奏楽と総合文化活動の指導を行います。

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

ひがしうら地域クラブ
運営：東浦町（教育委員会）
指導者：町内町外問わず募集

指導者のシフト管理や学校と指導
者の連携のため、会計年度任用職
員を配置

中学生
参加費（月額1、000円）を払

い活動に参加

参
加

指導者
申込

地域住民
町外の大学

企業内クラブ
等

指導者
募集

文化協会

指導者
紹介

指導者
依頼
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取組内容

2.実証内容と成果

・文化活動のコーディネーターとし

て、会計年度任用職員を採用

し、文化活動に携わる指導者と

使用場所の中学校等の連絡調

整を行う。

・東浦町文化協会に協力いただ

き、絵画、書道などの指導をでき

る方を紹介してもらう。

会計年度任用職員を採用し、文化活動に関する事務を行った。

吹奏楽クラブは、４月から現在まで、滞りなくクラブ活動をすることが

できた。

総合文化活動については、東浦町文化協会の会員を紹介いただき、

１９名の方に指導者の登録をしていただいた。指導者の準備が整っ

た令和６年１０月から開始とし、４種目（書道、絵画、茶華道、

囲碁）を１０月から３月までの6か月で開催を予定した。総合文化

クラブは、会員の参加申込が少なく、書道の開催のみに留まった。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

総合文化クラブチラシ
※令和６年９月作成

コーディネーターの具体的な動きの実績

文化活動のコーディネーターとして、会計年度任用職員を採用し、文化

活動に携わる指導者と使用場所の中学校等の連絡調整を行った。

また、東浦町文化協会から絵画、書道などの指導をできる方を紹介し

ていただいた。

会計年度任用職員については、指導者の取りまとめをする役割であるた

め、単なる事務作業だけではなく、様々なコーディネート業務が発生する

ものとなる。今現在、採用している職員については、指導者の取りまとめを

円滑にしていただいている。今後も、この業務に携わる会計年度任用職

員は、そのような資質のある方を採用していく必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

・東浦町文化協会と協力し、総合

文化部の指導者の募集を行う。

・指導者に対して、ペップトークなどの

講習会を実施し、子供に対する接

し方、話し言葉を身に付けてもらう。

・会計年度任用職員が地域クラブ

の活動場所を巡視し、不適切な指

導がないかなど見回りを行う。

・令和６年８月と令和７年２月に指導者養成講習会を実施した。

８月は21名（総合文化クラブの指導者）、２月は３名（吹奏楽クラブの追加指導者）が受講した。

・指導者養成講習会ではペップトークなどの講習会を通じて、子供への適切な接し方や話し言葉を身に付けていただく取組を行った。その結果、保護者、

子供から指導者の指導が不適切等の問い合わせは、０件である。

・会計年度任用職員が地域クラブの活動場所を巡視し、不適切な指導がないかを確認することで、安全で健全な指導環境が確保されました。

３９名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

指導者の人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

指導者の年齢構成

吹奏楽：18名

総合文化活動：21名

種目

指導者は申込資格不

要としている。

町が主催する指導者

養成講習会を受講する

ことで、町の地域クラブで

指導する認定をする。

資格有無登録者属性
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取組内容

2.実証内容と成果

指導者講習会の内容は、下記のとおり。（８月、２月ともに同様の内

容）

・「東浦町の部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方

針について」東浦町教育部スポーツ課 統括課長補佐 永井 亮太

講義形式 30分

・「育成年代における練習アプローチやペップトークの考え方とその実践」

一般社団法人フィジカルエクスプレッション協会スポーツアカデミー 代表ト

レーナー 岡田 康邦 氏

講義形式 90分

・「救急法実習」普通救命救急～ＡＥＤ実習と心肺蘇生について～

半田消防署 東浦支署員

実技形式 120分

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

ひがしうら地域クラブの指導者になるためには、指導者講習会を受けてい

ただくことを必須としている。講習会の内容は、ハラスメント防止、救命法

としており、地域クラブの運営に携わる指導者には、必須の内容である。

受講者へのアンケートは、実施していませんが 、保護者、子どもからの指

導が不適切等の問合せは、０件であり、効果のある研修と認識している。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日： 令和６年８月 18日、令和７年２月２日

・開催回数： ２ 回

・参加人数： 24 人

８月は、21名（総合文化クラブの指導者）

２月は、３名（吹奏楽クラブの追加指導者）

現在の制度で、指導者の指導トラブル等は、発生していない。今後も、

東浦町の指導者となるためには、指導者講習会の受講を必須とする。



9

取組内容

2.実証内容と成果

・継続的な指導者人材補充の

ため、大学等へ指導者募集の

依頼をする。

・総合文化クラブの指導者は、一般に募集しても応募がないと考え、東浦町文化協会へ協力を依頼し、21名

の方を指導者として紹介していただいた。

・

吹奏楽クラブの指導者は、令和５年度に大学、音楽団体等へ募集をし、18名集まった。

クラブを運営する中で、様々な属性の指導者同士で音楽の指導方針の違い、意見の食い違いが発生するこ

とがあった。そのため、令和６年度は、大学等への新規依頼は行わなかった。

・総合文化クラブの指導者は、一般に募集しても応募がないと考え、東浦町文化協会へ協力を依頼し、21名

の方を指導者として紹介していただいた。

・吹奏楽クラブの指導者については、一般募集、町内で活動する音楽団体、大学生等の様々な属性の指導者がいる。指導者の指導先に

ついては、同じ属性の指導者が揃うように配慮しましたが、様々な属性の指導者がいることから、音楽の指導方針の違い、意見の食い違い

が発生することがある。今後、指導者の増員をする際には、新しい属性の指導者の受け入れは慎重に行う必要がある。音楽の指導方針の

違い等を避けるために、既存の指導者の紹介などで、増員するなどが必要と考える。

・指導者によって指導できる楽器と指導できない楽器があるため、当日クラブに参加しても、音楽の専門的な指導を受けることができない参

加者が発生することがある。学校ごとに指導者を割り当てているが、指導できる楽器についても考慮が必要である。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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取組内容

2.実証内容と成果

・東浦町では、令和５年９月か

ら町内中学校の休日部活動は

原則廃止した。現在休日の文

化系地域クラブは、吹奏楽クラブ

のみであるが、総合文化クラブの

活動を開始する。

・総合文化クラブの指導者は、一般に募集しても

応募がないと考え、東浦町文化協会へ協力を依

頼し、21名の方を指導者として紹介していただいた。

・文化協会の方を指導者とし令和６年10月から

令和７年３月まで総合文化クラブを企画した。

（右表参照）

・書道、茶華道の活動は、申込があり開催した。そ

の他の種目は、参加申込がなかったため、中止した。

・参加者数：書道 ３名

茶華道 ２名

・各中学校にある文化部活動に代わる新しいものとして、総合文化クラブを開始した。しかし、実際には、参加者が集まらなかった。今後、文化部活

動の内容、方法を考え直す必要がある。

・総合文化クラブは地区の公民館で開催したが、設備が不足していることが問題となった。（書道であれば、筆あらいする水場がない。）改修や場所

の変更は費用がかかるため、開催場所や対応について検討する必要がある。

・地域で中学生を受け入れてくれる団体の発掘など、直営とは、別の手段を考えていく必要がある。

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・平日の所属する部活動にとらわ

れずに、参加自由な地域クラブと

する。今週末は、吹奏楽クラブ、

来週は総合文化クラブというよう

に、多種多様なものに参加する

ことができ、自分の趣向や可能

性を模索、新しい機会の提供を

できるクラブ内容とする。

参加人数 77 人（文化活動） 指導者数 39 人（文化活動）

属性 ひがしうら地域クラブ（文化活動）

具体的な内容

ひがしうら地域クラブは、参加自由なクラブ活動としている。活動内容についても、指導者から強
制することはなく、参加者の自主性にゆだねている。
原則、事前の出席は取らずに各種目を開催。また、定額で、ひがしうら地域クラブのどの種目にも
参加することができる。
クラブ全体では、スポーツの８種目と、文化活動の２種目に参加することができる。

子供の声

 学校の先生よりも音楽経験のある方が指導してくれること。
 年齢が近い方が指導してくれるので、話しやすい。
（会員アンケートより）

関係者の声

 生徒の自主性も重視しているため、やりたいことをやれているとは思う。また、曲(課題)を決めた
ことで、自分たちで本番(学校行事)をやれないかを考えた発言もある。

 子供たちが中心となって活動を進めてくれています。
（指導者アンケートより）

運営経費

令和６年度当初予算額(文化活動に係る分）
・人件費 1,503,050円
・諸謝金 2,122,000円
・消耗品費 7,000円
・保険料 32,000円
・手数料 1,000円

活動の詳細
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・ひがしうら地域クラブは、どのクラブも自由に参加

でき、活動を楽しむことを目的とし、行っている。対

象は、町内の中学生であり、ひがしうら地域クラブ

全体の会員数は、令和７年２月時点で195人。

これは、部活動改革を推進している八重樫氏が

述べている参加割合とおよそ同じ割合となります。

令和６月末から参加者を対象としたアンケートを

実施したところ、参加目的として活動を楽しむため

に参加していると答えた者は約25％であった。

取組の成果

令和６年９月27日～10月６日実施会員アンケート
※回答は任意

今後の課題と対応方針

・ひがしうら地域クラブは、活動を楽しむ活動として

開始しており、現段階では、吹奏楽クラブから大会

参加していない。しかし、アンケートでは、大会等の

拡充を希望する回答もあり、大会の参加方法など

を検討する必要がある。

競技力の向上を目指した活動（練習試合、大会等への参加）の拡充について

入会した目的
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

令和６年度ひがしうら地域クラブ
予算額
12,076,000円÷会員数195名
（２月時点）÷12ヶ月≒5,160
円

令和６年度ひがしうら地域クラブ
予算額
12,076,000円×1/2÷会員数
195名（２月時点）÷12ヶ月
≒2,580円

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・適切な受益者負担の設定や、公

費負担額について検証を行った。

ひがしうら地域クラブは、スポーツの

クラブも合同で行っており、会員は、

スポーツ、文化クラブのどちらも参加

できるため、ひがしうら地域クラブ全

体として分析する。

・学校の電気整備体制（セコム）等の変更作業
費として下記の費用がかかった。

・東浦中235,290円
・北部中139,920円
・西部中160,380円

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析 ■ランニングコストの分析（ひがしうら地域クラブ全体）

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算

持続可能な運営とするために、費

用を全額負担とし試算をすると、一

人あたり月会費約5,160円となる。

東浦町では、子供向け講座等では、

歳出のうち半分を受益者負担とする

こととしている。令和６年予算額を元

に試算をすると、一人あたり月会費約

2,580円となる。

収支バランス

現在は、月会費を1,000円としており、予算額12,076,000円に対

して、2,340,000円（会員数195名）の歳入を予定している。令和

６年度については、県委託金（補助金）でスポーツと文化で最大90

万円ずつ委託金として歳入を得ても町単費で7,936,000円の持出が

必要となる。収支のグラフは次のページのとおり。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

東浦町では、町直営でひがしうら地域クラブを運

営している。令和６年度の歳入歳出の見込み額

については、右図のとおり。それぞれの歳出項目に

ついては、全て地域クラブの運営にかかる費用であ

り、原則受益者負担で行うべきものと考えている。

持続可能な運営とするために、費用を全額参加

者負担とし試算をすると、前ページのとおり一人あ

たり月会費約5,160円となる。現在、参加しやす

いひがしうら地域クラブとするため、参加費を月額

1,000円としている。今の参加費では、歳出額が

大きく、持続可能なひがしうら地域クラブの運営は、

困難である。

取組の成果

今後の課題と対応方針

今後、ひがしうら地域クラブを持続可能なものとするためには、歳入額を増

やすことが必要である。歳入を増やす方法としては、参加費（会費）の値

上げ、参加者の獲得が考えられる。しかし、参加費を値上げすると、参加

者数が減ることが想定され、参加料減収の可能性がある。また、参加者の

獲得に方法についても考えていく必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

（１）吹奏楽クラブ

活動場所は、各中学校とした。

使用する楽器は、各中学校で平日の部活動で使用しているものを使用した。

楽器の不足分については、小学校のブラスバンドで使用しなくなったものを使用した。

取組の成果

・楽器は、学校の物を借用しているが、今後、平日の部活動もなくなったと

きに、楽器の購入費、メンテナンス費を地域クラブで負担する必要がある。

この費用を受益者負担とすると現実的な金額でないことから、今後の楽器

費用負担について検討が必要である。

また、総合文化クラブは地区の公民館で開催しましたが、設備が不足し

ていることが問題となった。（書道であれば、筆あらいする水場がない。）

改修や場所の変更は費用がかかるため、開催場所や対応について検討す

る必要がある。

（１）吹奏楽クラブ

活動場所は、各中学校とする。

使用する楽器は、各中学校で平日の部活動で使用しているものを使用

する。

楽器の不足分については、小学校のブラスバンドで使用しなくなったものを

使用する。

その他の使用する部屋、楽器に関しては、学校と協議しルールを定める。

（２）文化活動クラブ（絵画、書道など）

活動場所は、地域の公民館とする。

部屋の使用料については、全額減免とする。

使用する道具などは原則、実費負担とする。

（２）文化活動クラブ（絵画、書道など）

活動場所は、地域の公民館とし開催した。

部屋の使用料については、全額減免とした。

使用する道具などは原則、実費負担とした。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

・持続可能な運営のために、資金調達が課題であることが改めて分かった。

・指導者の集め方や依頼方法についても、課題が残る。

・現状地域で受け入れられる団体がないため、今後も町が直営でひがしうら地域クラ

ブを運営していく必要があると考えている。

・地域で中学生を受け入れてくれる団体の立ち上げなど、直営とは、別の手段を考え

ていく必要がある。

●今後に向けて

東浦町では、少子化の影響により、学校の活動
（部活動）だけでは、自分の趣向や可能性を模索
できる機会が年々減少していくことが想定されるため、
新しい機会の提供、普段取り組んでいる活動を行え
る機会の一つとして、令和５年９月から東浦町が直
営で運営し休日に活動する「ひがしうら地域クラブ」を
開始した。
吹奏楽クラブは、令和６年１月から活動を開始
し、１年ほど活動を行った。その中で、指導者の継続
的な確保が難しいことを改めて認識した。指導者が音
楽関係者であることから、秋から冬にかけて指導者自
身の発表会等で、指導者のシフトが埋まらないことも
あった。また、指導者同士の行き違いなど、単純に指
導者がいればよいという考えでは、解決しない部分も
問題として出てきた。指導者をコーディネートする職員
が今後も必要となる。
なお、総合文化クラブを、各中学校にある文化部
活動に代わる新しいものとして、開始した。しかし、実
際には、参加者が集まらなかった。今後、文化部活
動の内容、方法を考え直す必要がある。
また、試算を行ったように、クラブにかかる費用を全
額受益者負担とした場合、地域クラブの会費は、高く
なり参加することが難しいものとなってしまう。参加者の
会費だけでは、継続したひがしうら地域クラブの運営
は、難しく資金調達の方法を考える必要がある。

・吹奏楽クラブは、参加者が集まり、活動することができた。

・総合文化クラブは、参加者がほとんどいない結果となった。

・受益者負担だけでは、ひがしうら地域クラブの運営費用を賄うことができず、持続可

能な運営は、困難であると分かった。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.入会を決めた理由について

Q.入会した目的 Q.指導者について

良い点

・指導の仕方が分かりやすい人はとても理解しやすく、た
めになる。

・現役音大生が教えてくれて刺激になる。

・基礎練を教えてくれる。分からないリズムを教えてくれ
る。自分の楽器で一緒に演奏してくれる。時間配分を
しっかり決めてくれる。

気になる点

・指導者によっては、雰囲気もだいぶ変わると思います。

・頭ごなしの指導がある。指導内容にばらつきがある

Q.活動環境について（練習日時・場所・用具等）

良い点

・普段通っている学校でやれるのがいい。満足です。

・部活で使用してる楽器が使える。

・空調がある。

・通いやすい。

気になる点

・練習する部屋が少ない。

・吹奏楽クラブですが週１は練習量が少ないので週２に

増やしてほしい。
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アンケート結果・広報資料

2.実証内容と成果③

・中学生への周知は、中学生保護者向けアプリのテトルで配信しました。ま

た、種目が増えるタイミングでも配信をした。直接の周知では、給食時間帯

の放送や文化祭でもひがしうら地域クラブのPRを行った。

【ひがしうら地域クラブチラシ】 【ひがしうら地域クラブチラシ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【吹奏楽クラブ（西部中）】 【総合文化クラブ（書道）】

【吹奏楽クラブ（東浦中）】 【吹奏楽クラブ（北部中）】
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年度

協議会設置、
検討開始

生徒、保護者へ
の説明

令和５年度 令和６年年度

部活動移行の
方法を検討

学校現場との
調整

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大

令和４年度

令和５年度から令和７年度を部活動

地域移行期間とすることを国から示された

ことから、町で検討会を立ち上げ、検討を

行った。最終的には、令和５年９月から

休日の部活動は廃止、休日の活動機会

を確保するために、町営のクラブを設立する

方針で意見がまとまった。

令和５年度

東浦町部活動の地域移行推進協議会を開催し、委

員からの意見を踏まえながら、町直営のひがしうら地域ク

ラブの制度設計を行った。

また、令和５年度の学校内で行われる部活動説明

会において、令和５年９月から行う予定であるひがしう

ら地域クラブの説明を行った。

９月からはスポーツ種目、令和６年１月からは、文化

種目（吹奏楽）の活動を開始した。

令和６年度

前年度から継続して、ひがしうら地域

クラブの運営を行った。令和６年10月

からは総合文化クラブを開始し、種目

数を増やした。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性


	東浦町

